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News letter

　2023年9月号のニュースレターを

お届けします。

　掲載内容に関してご不明な点等

があれば、当事務所までお問い合

わせください。
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◆厳格な運用が求められる変形労働時間制

◆マイナンバーカードでの被保険者確認と窓口における対応

◆今後重要性が増す性的マイノリティに関する企業の取組み

◆改めて見直したい永年勤続表彰金の取扱い



定めが必要な事項
　例えば1ヶ月単位の変形労働時間制を導入
し、就業規則に定める場合、以下の事項をすべ
て定める必要があります。

　①の「対象労働者の範囲」は、変形労働時間
制の対象となる労働者の範囲を明確に定める
必要があります。
　②の「対象期間・起算日」は、例えば「毎月1
日を起算日とし、1ヶ月を平均して1週間当たり
40時間以内とする」のように、具体的に対象期
間と起算日を定める必要があります。なお、対
象期間は1ヶ月以内の期間であれば、2週間や
4週間とすることも可能です。
　③の「労働日・労働日ごとの労働時間」は、シ
フト表や会社カレンダーなどで、②の対象期間
すべての労働日ごとの労働時間をあらかじめ具
体的に定める必要があります。
　シフト制労働者で月ごとにシフトを作成する

場合は、全ての始業・終業時刻のパターンとそ
の組み合わせの考え方、シフト表の作成手続・
その周知方法等を定めておく必要があります。

運用する際の注意点
　複数のシフトパターンがある場合、就業規則
には、代表的なものだけを記載しているような
ケースや、様々なパターンに関する記載がある
ものの実態とずれていたり、実態はさらに細か
いシフトパターンがあったりするようなケースが
あるでしょう。
　変形労働時間制が無効になった裁判例で
は、「原則として」と記載し、4つのシフトパター
ンを定めたのみで、すべてのシフトパターンを記
載していなかったとして、労働基準法第32条2
の「特定された週」または「特定された日」の要
件を充足するものではないことから、変形労働
時間制は無効であると裁判所が判断しました。
　ひとつの裁判例であるものの、会社は、就業
規則にすべてのシフトパターンの記載があるか
を確認し、記載がなければ追加し、また、今後に
おいて、記載されたシフトパターン以外の時間
で勤務しないように管理していくことが求めら
れます。

① 対象労働者の範囲
② 対象期間・起算日
③ 労働日・労働日ごとの労働時間
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厳格な運用が求められる
変形労働時間制
変形労働時間制を適用し、複数のシフトパターンにより労働させているケースがありますが、就
業規則にすべてのシフトパターンが記載されていなかったとして変形労働時間制が無効とされ
た裁判例が出ています。以下では、変形労働時間制を運用する際の注意点をとり上げます。

変形労働時間制は、特定した労働日、労働日ごとの労働時間を会社の都合で変更することはで
きないとされています。会社の都合で変更するような誤った運用もみられることから、適正に運
用できているのかについても確認し、問題があれば改善しましょう。
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資格確認端末における表示
　医療機関等の窓口では、資格確認端末にマ
イナンバーカードを置いたり、かざしたりするこ
とでオンライン資格確認を行いますが、被保険
者や被扶養者資格があるにも関わらず「資格
（無効）」、「資格情報なし」と表示されることが
あります。
　表示される理由は複数ありますが、例えば転
職により、転職先での資格取得手続きを行って
いるものの、オンライン資格確認の時点では、
資格情報が登録されていないようなケースがあ
ります 。

資格確認ができないときの対応
　資格確認ができないときは医療機関等の窓
口において、本来、医療費の全額（10割）を支
払い、後日、協会けんぽ等の保険者に一部負担
金を除いた額を請求する必要がありますが、従
業員や家族が一時的に医療費を立て替える負
担は小さくありません。そこで、オンライン資格
確認ができない場合の対応として、統一した取
扱いが示されています。
　具体的には、医療機関等にある機器が不良
でオンライン資格の確認ができない場合、従業
員や家族が持っているスマートフォン等からマ
イナポータルにアクセスして資格情報の画面を

提示したり、健康保険証を持参しているときに
はそれを提示したりすること等により資格確認
を行うことができます。
　このような確認ができないときには、マイナン
バーカードにある氏名や生年月日等の情報、連
絡先、加入している保険者等に関する事項等を
「被保険者資格申立書」に記入することで、一部
負担金の支払いとすることができます 。
　なお、被保険者資格申立書は医療機関等の
窓口に用意されており、場合によっては口頭確
認のみで済むこともあるかもしれません。

会社に求められる対応
　本来は資格取得手続きをすることで、被保
険者等の情報が、速やかに登録されるのであれ
ば、このような課題は解消されるものですが、そ
れまでの期間について従業員に以下のような
アナウンスをあらかじめしておくとよいでしょう。

今後もマイナンバーカードの活用においては、様々な課題が発生するかもしれません。情報収集
をして、必要な情報を従業員に提供できるようにしておきましょう。

• オンライン資格確認をする際にはデータ
登録の関係上、医療機関等で「資格（無
効）」や「資格情報なし」と表示される場
合がある

• 医療機関等の機器不良等によりオンライ
ン資格確認ができないことがある

• オンライン資格確認ができないときには、
「被保険者資格申立書」の提出等により
一部負担金の支払いで済むことがある
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マイナンバーカードでの
被保険者確認と窓口における対応
健康保険証とマイナンバーカードの一体化が始まり、医療機関や薬局（以下、「医療機関等」とい
う）の窓口で、マイナンバーカードによる健康保険の被保険者や被扶養者資格の確認が始まっ
ています（オンライン資格確認）。そこで、現段階でオンライン資格確認を行ったときに発生する
課題とその対応について確認します。
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9月号 / 2023労務管理情報　会話で学ぶ人事労務管理の勘所

今後重要性が増す性的マイノリティ
に関する企業の取組み
このコーナーでは、人事労務管理で問題になるポイントを、
社労士とその顧問先の総務部長との会話形式で分かりやすくお伝えします。

総務部長

経済産業省の性同一性障害の職員が、職場のトイレの利用について裁判を起こし、最高
裁で判決が出たと聞きました。当社でも、従業員が性的マイノリティであることを職場で
言えない状況になっているかもしれないと考えています。

経済産業省の事案は、身体的には男性である職員について、一部の女性トイレの使用を
制限したことが違法とされたものです。裁判の結果だけがひとり歩きするのではないか
と不安ですが、社会に一定の影響を及ぼすことになるのでしょう。会社の対応としては、
厚生労働省から、「性的マイノリティに関する企業の取り組み事例のご案内」というリーフ
レットが出ているので、これを参考に取り組むのがよいかと思います。

そうなのですね。具体的な対応として何から始めればよいのでしょうか。

ポイントはいくつかあるのですが、まずは研修や社内周知といった従業員の啓発活動か
ら行うとよいでしょう。性的指向や性自認に関する基本的な知識を持つ必要があります
し、そもそも「LGBT」という用語の正しい理解も必要です。研修を通じて、ハラスメントや
アウティング（本人の同意なく、その人の性的指向や性自認に関する情報を第三者に暴
露すること）の予防が期待できます。

経営陣に限らず、理解するのが難しい方は少なくないのでしょう。ただ、対応を進めなけ
れば、そのうち社会に取り残される会社になりかねません。研修の実施のほかにも、会社
として方針を策定したり、周知や推進の体制づくりをしたりする必要があります。

①厚生労働省は多様な人材が活躍できる職場環境づくりのために「性的マイノリティ 
　に関する企業の取り組みの事例」を紹介している。
②まずは経営陣や従業員の理解を進めるための研修の実施が考えられる。

なるほど。いわゆるLGBT理解増進法が施行され、また今回のような報道がされること
で、私も含めた従業員の関心は相当高まったと思いますが、実際にきちんと理解できてい
る従業員は少ないでしょう。

多くの企業は同じような状況だと思います。だからこそ、カミングアウトできない従業員が
いて、職場でプライベートのことを話しづらいといったことを感じているのだと思います。

実は、当社の経営陣の一部で理解が得られないことも懸念しています。

社労士

ONE 
POINT

私自身の理解もおそらく大幅に不足していると思うので、しっかりと理解して、当事者か
らの相談に乗れるようにしないといけないですね。

そうですね。いま、みんなで理解を進めることが求められているのでしょう。

社会保険労務士法人D・プロデュース



社会保険の取扱い
　社会保険（健康保険・厚生年金保険）では、
労働の対償として経常的かつ実質的に受ける
もので、被保険者の通常の生計に充てられるす
べてのものを「報酬等」として扱います。
　2023年6月27日に「標準報酬月額の定時
決定及び随時改定の事務取扱いに関する事例
集」が改正され、永年勤続表彰金について、 以
下の要件をすべて満たすような支給形態であれ
ば、恩恵的に支給されるものとして、原則として
報酬等に該当しないことが示されました。

　なお、これらの要件を一つでも満たさないこ
とをもって、直ちに報酬等と判断するのではな
く、その性質について十分確認した上で、総合
的に判断するとされています。

労働保険の取扱い
　労働保険では、賃金、手当、賞与、その他名称
を問わず、労働の対償として会社が従業員に支
払うすべてのものを賃金として扱います。
　賃金とするもの、賃金としないものは具体的
に列挙されており、「勤続褒賞金」は、労働協約・
就業規則等の定めがあるか否かを問わず、賃金
としないとされています。永年勤続表彰金とは
名称が異なりますが、勤続褒賞金と同義と考
えられますので、賃金として扱わなくてもよいで
しょう。

所得税の取扱い
　所得税については、国税庁のホームページ
で、以下のように示されています。

① 表彰の目的
　企業の福利厚生施策又は長期勤続の奨励
策として実施するもの。なお、支給に併せてリ
フレッシュ休暇が付与されるような場合は、よ
り福利厚生としての側面が強いと判断される。
② 表彰の基準
　勤続年数のみを要件として一律に支給され
るもの。
③ 支給の形態
　社会通念上いわゆるお祝い金の範囲を超
えていないものであって、表彰の間隔が概ね
５年以上のもの。

　創業記念で支給する記念品や永年にわたっ
て勤務している人の表彰に当たって支給する
記念品などは、次に掲げる要件（※）をすべ
て満たしていれば、給与として課税しなくて
もよいことになっています。
　なお、記念品の支給や旅行や観劇への招
待費用の負担に代えて現金、商品券などを
支給する場合には、その全額（商品券の場
合は券面額）が給与として課税されます。
※要件の記載は省略しています。

支給目的は同じであっても、それぞれの法令で取扱いが異なります。適切な運用がされているか、
この機会に振り返ってみるとよいでしょう。

9月号 / 2023社会保険情報　 ROUMU INFOR M ATION

改めて見直したい永年勤続表彰金
の取扱い
長期勤続をした従業員に対し、褒賞金（永年勤続表彰金）を支給したり、特別休暇を付与したり
することがあります。福利厚生の一環として行われることが多い制度ですが、制度を運用する上
で、社会保険料や所得税の取扱いに注意すべき点があるため、以下で確認します。

社会保険労務士法人D・プロデュース



9月号 / 2023経営情報　 K EIEI  INFOR M ATION

2社に1社が費用を負担
　上記調査結果から、2021年度における企業
の教育訓練への費用の支出状況を産業別にま
とめると、下表のとおりです。

　OFF-JTまたは自己啓発支援に支出した割
合は、総数で50.3％でした。OFF-JTに支出し
た割合は46.3％、自己啓発支援に支出した割
合は23.8％でした。

　産業別では、電気・ガス・熱供給・水道業の
支出割合が高い状況です。

OFF-JTは1人平均1.3万円
　費用を支出した企業における、労働者1人当
たり平均額をみると、OFF-JTは総数で1.3万
円、自己啓発支援が0.3万円でした。

　産業別では、情報通信業のOFF-JTへ支出
した労働者1人当たり平均額が4.4万円となっ
ており、他に比べて高さが目立ちます。

　企業の成長には従業員の能力向上が不可欠
です。自社のできる範囲で従業員の教育訓練を
サポートされてはいかがでしょうか。 

企業における
教育訓練費用の支出状況
貴社では従業員の教育訓練に、どのくらいの費用を使っていらっしゃいますか。ここでは今年6
月に発表された調査結果※から、企業の教育訓練費用の支出状況をみていきます。

※厚生労働省「令和 4 年度能力開発基本調査」
　2022年（令和 4 年）10月 1日時点の状況について、常用労働者 30人以上を雇用している調査対象の企業等に 2022年 10月～12月に行われた調査で
す。本文の OFF-JTへの支出割合は OFF-JTのみ支出＋両方支出の、自己啓発支援への支出割合は自己啓発支援のみ＋両方支出の計になります。詳細は次
の URLのページから確認いただけます。https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/104-1.html 

厚生労働省「令和4年度能力開発基本調査」より作成

企業の教育訓練への支出状況
OFF-JTまたは自己啓発支援の支出割合 

（％）

OFF-JT 
のみ支出

自己啓発支
援のみ支出 両方支出 両方支出 

なし 不明

総数 26.5 4.0 19.8 49.6 0.1
建設業 33.6 4.9 22.9 38.6 -
製造業 30.2 4.3 21.7 43.8 -
電気・ガス・熱供給・水道業 29.2 5.0 52.0 13.8 -
情報通信業 26.8 7.4 38.3 27.5 -
運輸業，郵便業 21.4 2.9 9.3 66.4 -
卸売業，小売業 23.3 3.3 18.6 54.4 0.4
金融業，保険業 15.3 12.7 44.3 27.7 -
不動産業，物品賃貸業 24.4 6.4 22.8 46.4 -
学術研究，専門・技術サービス業 35.9 4.8 29.9 29.5 -
宿泊業，飲食サービス業 16.0 2.3 4.9 76.8 -
生活関連サービス業，娯楽業 18.8 3.2 14.9 63.0 -
教育，学習支援業 28.8 5.0 15.1 51.1 -
他に分類されないサービス業 31.0 4.0 24.4 40.5 -

労働者1人当たり
平均額 （万円）

OFF-JT 自己啓発 
支援

1.3 0.3
2.0 1.0
1.1 0.2
1.8 0.4
4.4 0.5
0.8 0.1
0.7 0.2
2.1 0.5
1.4 0.4
2.7 0.6
0.3 0.3
0.7 0.2
0.6 0.2
0.5 0.2
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ChatGPTとは？
ChatGPTは2022年11月に公開されたネッ

トサービスです。全世界でのユーザー登録数
1億人までの期間が約2ヶ月と、当時としては
異例の早さでした。この状況をみるだけでも、
ChatGPTの注目度の高さがうかがえます。

ChatGPTの主な機能は、学習した内容に基
づき利用者とサービス間でチャットを行うこと
です。

　何か言葉をサービスに投げ掛け、その返答を
受け取ることができます。従来のチャットサービ
スのイメージは、想定される質問に対して、予め
サービスが決めた回答を返すものを想像する
方が多いと思います。このため、利用者自身が、
上手に言葉を選ぶ必要がありました。

　これに対しChatGPTは、投げ掛けられた言
葉の解析、及び作成された回答の内容が従来
のものより正確で、回答文書の言葉使いが自然
に感じられるといわれており、機能の優れた点
が感じられます。

利用上の注意
ChatGPTは一見優れていますが、質問に対
する回答が正しいことを保証するものではあり
ません。特に、無料のプランで提供される質問
の解析能力と回答の作成能力は、一定以上の
“でき”は期待できますが、別途その内容を確認
した方がよいでしょう。

　より正確な回答を得たいと考える場合には、

有料プランを利用する方がよいといわれていま
す。有料プランでは、より高度な解析能力を利
用することで、より間違いの少ない回答を得る
ことが期待できます。

個人情報が漏洩する可能性
ChatGPTは学習する旨をここまで記述して

いますが、この学習のベースとなる情報はどこ
から入手しているのでしょうか。1つはネット上
の情報ですが、もう1つはサービス利用者が投
げ掛けたチャットの内容そのものです。

　そのため、利用者本人の個人的な情報や勤
め先の内部情報を含んだ内容などを書き込む
と、ChatGPTはこれを利用した回答用の情報
を産み出します。別の利用者の投げ掛けに対し
て、 ChatGPTが上記を含んだ回答がよいと判
断した場合には、これを返してしまいます。

　このような情報利用があるため、一部の企業
や国では、ChatGPTの利用そのものを禁止・
遮断して、情報が漏洩しないよう対応を開始し
ています。この点は個人利用の場合でも、十分
注意する必要があります。

ChatGPTの使い方
ChatGPTの利用は、下記URLからアカウン
トを作成した後、ログインして利用を開始してく
ださい。まだ利用したことのない方は、一度試し
てみてはいかがでしょうか。

9月号 / 2023I T情報　 IT  INFOR M ATION

ChatGPTとは？
昨年末に公開され、ネット上の話題となったChatGPT。現在でも色々な点で話題に上がります。
改めてChatGPTとは何かを解説します。

ChatGPT
https://openai.com/blog/chatgpt

する回答が正しいことを保証するものではあり
質問に対

ません。
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今月は、社会保険の定時決定の結果を反映する月です。給与の変更がある場合は、誤りや漏れ
がないように注意しましょう。月の後半に祝日がありますので、取引先の休業状況も確認してお
きましょう。

　9月は障害者雇用支援月間です。現在、民間企業における障害者の法定雇用率は2.3％となっていますが、 2024年4月
から2.5％、 2026年7月からは2.7％へと段階的に引き上げられます。
　法定雇用率を満たしていない場合は、障害者雇用に向けて採用活動を強化していきましょう。

[防災対策 ]
　9月1日は防災の日です。折りしも台風シーズンで、風水害が多発する季節でもあります。防災対策の見直し機会と捉えて、
再点検しましょう。
　 
　□ 大雨で雨もりがしてしまうかも！
　　施設や工場など、適宜点検・修理依頼をしましょう。

　□ 万が一が起きてしまう前に！
　　ライフラインが途絶えてしまう危険も考え、日頃からの準備が肝要です。
　　　・ 非常時用の医薬品などの準備や使用期限等の見直し
　　　・ 書類を重要度に応じた表示や区分をして整理
　　避難経路、避難場所、緊急連絡網の整備もしましょう。

[交通安全運動 ]
　秋の全国交通安全運動が9月21日から9月30日にかけて行われます。最近では自動車に限らず、自転車の交通安全に
関する取り組みも進められています。自転車による事故であっても、加害者が高額な損害賠償を負うケースがあり、自転車損
害賠償保険の加入義務化を条例で定める地方自治体も多くなっています。業務や通勤で自転車を利用する場合は、この機
会に安全運転の徹底やヘルメットの着用、保険加入状況の確認をしておくようにしましょう。

　10月1日以降に発効される2023年度の地域別最低賃金が公示されます。都道府県により、改定額と発効月日が異なり
ます。自社の従業員について最低賃金を下回る設定になっていないかを調べておくようにしましょう。

　7月に提出された算定基礎届などに基づいて、 9月からは新たに定時決定された標準報酬月額を使用することになりま
す。
　新しい標準報酬月額に基づいた保険料は、 9月分（ 10月末納付）からです。従業員の給与からの社会保険料控除（翌
月控除、当月控除）については各々の取扱いをご確認ください。 

社会保険料 定時決定結果の反映 （9月より） 

地域別最低賃金の改定額の公示

障害者雇用支援月間

防災や安全対策の見直し04

03

02

01

お仕事備忘録　WOR K R EMINDER
9月号 / 2023
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台風シーズンです。防災や安全対策の見直しを図るとともに、納期遅れなどのトラブルに備えた
整備（取引先への連絡手段、代替手段など）もしておきましょう。

日 曜日 六曜 項　　目
1 金 大安

2 土 赤口

3 日 先勝

4 月 友引

5 火 先負

6 水 仏滅

7 木 大安

8 金 赤口 白露

9 土 先勝

10 日 友引

11 月 先負 ●源泉所得税・復興特別所得税・住民税特別徴収分の納期限 （8月分） 

12 火 仏滅

13 水 大安

14 木 赤口

15 金 友引

16 土 先負 ※新卒高校生の採用選考・内定開始 

17 日 仏滅

18 月 大安 敬老の日

19 火 赤口

20 水 先勝

21 木 友引 ●秋の全国交通安全運動 （～30日まで） 

22 金 先負

23 土 仏滅 秋分 
秋分の日

24 日 大安

25 月 赤口

26 火 先勝

27 水 友引

28 木 先負

29 金 仏滅

30 土 大安 ●健康保険・厚生年金保険料の支払期限 （8月分） （10月2日期限） 

お仕事カレンダー　WOR K CA LENDA R
9月号 / 2023
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秋風索漠には程遠く、残暑厳しく暑い毎日が続いておりますが、皆様お変わりなくお過ごし

でしょうか？ 

D・プロデュースの千葉です。 

 

 

年度更新・算定といった社労士事務所一番の繁忙期を乗り越え、人心地つきたいところなのですが、相変わら

ず慌ただしい毎日を過ごしております。 

と、申しますのも顧問先の皆様には随時ご案内しておりますが、弊社は 9月 11日（月）より新しいオフィスに

移転することになりました。 

 

環境への配慮のためペーパーレス化が叫ばれる世の中で、紙の資料が手放せないアナログ人間な私…。重い腰あ

げて片付けを始めねばなりません。 

（サボっていたのではなく他に優先すべき業務があったことをここで主張しておきます！） 

 

移転の計画は数年前から事業計画に盛り込まれていたのですが、コロナで保留となっており、ようやく今年に

実現することができました。 

 

場所は横浜市中区住吉町４－４５－１ 関内トーセイビルⅡ 10階です。 

現在と同じ関内エリアで現事務所より少し駅が近くなりますので、関内においでの際は、是非お立ち寄りくだ

さい。 

 

新しいオフィスでも皆様のお役に立てるよう、日々邁進していく所存です！ 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会保険労務士法人 D・プロデュース 

【2023年 9月 11日（月）下記住所に移転します】 

〒231-0013 

横浜市中区住吉町 4-45-1関内トーセイビルⅡ10階 

  

TEL 045-226-5482 FAX 045-226-5483 

URL https://www.d-produce.com/ 

     https://d-produce-yokohama.com/ 

E-Mail info@d-produce.com 

編集後記 

 

  2023年9月号 

https://www.d-produce.com/
https://d-produce-yokohama.com/
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